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 卒業生の皆様、ご卒業おめでとうございます。法学類月報第 52 号では、3 月末

で定年退職される西村茂先生のエッセイ、エジンバラ語学研修の 

リポート、就職活動体験記をお届けします。 

 

 

◆◆教員エッセイ◆◆     第 18 回 西村茂先生 （政治社会学） 

  ◆退職のご挨拶 

 1985 年の 7 月に金沢大学に赴任してから、32 年以上在籍していました。振り返る

と、当初は政治社会学の講義を担当していましたが、その後は政治学、行政学と分野

が拡大していきました。思いがけず複数の授業の準備ができたことはとても勉強にな

り、研究にも反映させられて良かったと思っています。 

 演習を通じては学部(学類)・大学院を含めて、何人もの学生・留学生・社会人の皆

さんの顔が思い出されます。何が伝えられたのか自分では評価できないのですが、卒

論・修論指導の過程で、多くの刺激・発見を得たことに感謝いたします。 

 在籍中に、多くの教員同僚の皆さんと面識が得られ、交流できたことに感謝いたし

ます。伝統的に個々の教員の意思と活動を尊重し、上下関係が緩やかで寛大な法学部

（類）の下で教育研究できたことは本当にしあわせでした。 

 また、教員の業務を支えて下さり、様々なご迷惑をおかけした、事務方の皆さんに

も感謝申し上げます。 

 今後も金沢に居住し、研究その他の活動をしていきたいと考えており。どこかでお

目にかかる機会があれば声を掛けて下さるようお願いいたします。 

 

 

    エジンバラ法律英語研修（第二期）を終えて 

エジンバラ大学には教育学

部専用のキャンパス、Moray 

House school of Education

があり、私たちはそこで 3 週間の講義を受け

ました。今冬は金沢も大雪でしたが、エジン

バラも久しぶりの雪だったようで、2 日間休

講になりました。講義内容は英国の法体系、

法源、法曹、裁判制度、民法、刑法等です。

日本と比較しながら学ぶことも多く、日本の

法の理解・英語力の向上につながりました。

英国の重要判例についてのポスタープレゼ

ンテーションや、法に関わるテーマを設定し



 

●法学類の学生、卒業生、教員に関係するイベント等の情報を、ぜひお寄せください。 

●関係者の皆様のご寄稿を歓迎します。採用された方には、法学類グッズを進呈します。 

●本誌のバックナンバーは、金沢大学法学類 Web サイトに掲載していますのでご覧く

ださい。 (http://law.w3.kanazawa-u.ac.jp//category/brochure/geppo) 

また、メールでの定期配信（無料）をご希望の方は、金沢大学人間社会系事務部 

学生課 (n-kyomu@adm.kanazawa-u.ac.jp)までお申し込みください。 

●お読みになってのご意見ご感想は、上記メールアドレスまでお寄せください。 

て街の人々にインタビューをし、その結果を

プレゼンテーションで発表するというリ

サーチプロジェクトもありました。 

 講義の他にも、バスツアー、スコットラン

ド議会見学、裁判所見学、スコットランド民

族舞踊 Ceilidh を楽しむ機会があり、観光も

することができ、充実した 3 週間でした。ホ

ストファミリーは優しくフレンドリーな

方々でした。他にも 2 名の留学生が滞在して

おり、夕食の時に語り合うことが毎晩の楽し

みでした。 

この研修の魅力は法律英語を学べること

にありますが、それらが実際にどのように使

われているのかを講義で学び、ディスカッ

ションやプレゼンテーションで自ら使うこ

とで身につけることができます。最後の講義

の後は金大生 8 名全員でランチを食べに行

き、3 週間を振り返りました。研修を乗り越

え、それぞれ一つ成長できたと思います。 

        法学類 3 年 村角愛佳 

 

       「きっかけを見つけること」

 ３月１日から就活が始まりました。順調に就活が進んでいる人もいれば、何

をするべきかわからないという人もいるのではないでしょうか。 

 私の場合、就活が解禁されても公務員になろうか民間企業に就職しようかも

決まっておらず、ましてどの業界に行くかなど何も決めていませんでした。４

月になり友人たちが少しずつ内定を貰い始めていく中、私は公務員試験の勉強

をしたり、企業説明会に行ったりしながらも、ピンとくる企業が見つからないままでした。この

ような状況で内定のきっかけを得たのは4月の下旬、先輩に相談していた時です。それまでは全

く知らなかった業界を教えてもらい、そこで信用保証協会の存在を知りました。その後急いで準

備をし、なんとか最終の予約締め切りに間に合うことができ、内定を貰うに至りました。 

 就活においてスピード感をもって行動することは重要です。しかし、周りの就活生と比べて出

遅れてしまったと感じた時でも、諦めずに活動を続けていればチャンスはやってきます。 

 また、就活が行き詰まったり、不安になったりした時は、積極的に家族や先輩など周りの人に

相談して視野を広げてみてください。今まで見えていなかったことに気づくことができ、きっと

解決のきっかけを得られるはずです。皆さんが納得のいく就活が出来るよう応援しています。 

法学類4年（滋賀県信用保証協会に就職内定） 池野祥弘   
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